
2003年 7月 28日

株式会社　西武百貨店　大津西武

＜環境マネジメントシステム＞
推進組織と役割分担

２００２年度　環境報告書

＜事業所概要＞
　　　所 在 地　　　大津市におの浜２丁目３番１号
　　　事業所名　　　株式会社　西武百貨店　大津西武
　　　代 表 者　　　店長　木村　広司

店舗環境管理委員会

副委員長

事務局長

事務局

委員長

委員

店舗の目的目標を定め、店舗の活動を推進する責任者。
環境・社会貢献活動や環境報告書を通じて、地域に取組み
現状の理解促進、店舗への共感醸成を図る

委員長を補佐して、店舗の活動を推進する
特に環境配慮商品の展開・店頭ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの活性を図る

環境・社会貢献活動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行責任者、及び環境に係る
法遵守・ﾘｽｸ管理責任者（特定教育、廃棄物・施設運用管理、
法遵守・法定資格保有の確認）

顧客ｻｰﾋﾞｽ担当

販売促進課長

ﾊﾟｰﾄﾅｰ･派遣社員等の入店時研修、一般社員研修における
環境教育の責任者

販売部課長

顧客に向けた環境・社会貢献活動の情報開示・推進の担当者

業務用出入車両削減目標に向けた担当者

環境配慮商品へのｸﾞﾘｰﾝｱﾃﾝｼｮﾝの掲出管理

ﾃﾅﾝﾄの環境・社会貢献活動の情報開示、推進の担当
廃棄物等環境に関連する料金の徴収

ﾃﾅﾝﾄ管理部課長

入店時研修における環境教育の実施ﾄﾚｰﾅｰ

業務部係長

商品管理係長

食品･婦人雑貨 ｴｺﾊﾞｯｸ販売高目標に向けた担当者

お得意様課課長
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業務部長

販売部長

店長

総務係長

業務部付ｽﾀｯﾌ

店舗で会議開催(議事
録･ﾃﾞｰﾀの作成･保管)。
外部情報窓口

環境活動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの推進の実行、進捗管
理。店舗ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ第3次文書管理担当者
廃棄物に係る教育担当

施設･安全領域の運用管理の実行。
施設に係る従業員(委託先含)の教育訓練、
能力判定を実施。事務局業務のｻﾎﾟｰﾄを行
う。業務部長の代行として能力認定を行
い、結果を業務部長へ報告する。
防災訓練参加率目標に向けた担当者。

ｻｲﾄ(店舗)の環境活動への取組みを協議・推進する
定期的な委員会を開催し、側面調査･目標設定･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの策定と進
捗確認･従業員教育と啓発･見直し･改善を行う。
環境推進室に環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの進捗･定期報告を行う。

取締役会

社長

環境管理責任者

環境推進室

当社の最高経営層
｢環境方針｣･｢環境監査結果｣等、環境管理にかかわる重要事項につ
いて、環境管理責任者から報告を受け、周囲の状況変化･ｼｽﾃﾑの継
続的改善に照らし、ＥＭＳ変更の必要性を判断する。

環境方針を制定する。ＥＭＳに必要な経営資源を用意する。
環境管理責任者を任命し、役割･責任･権限を付与する。

規格に従ってＥＭＳを制定･実施･管理･更新をする。
運用･進捗状況、及びｼｽﾃﾑの見直し･改善に必要な情報を取締役会
に報告する。

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ推進事務局として、環境保全活動推進を、
指導･支援する。
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＜環境データ・管理記録＞※管理期間　'02年3月～'03年3月

＜環境方針＞

　　　基 本 理 念
　　　　　　　西武百貨店は、環境・社会・経済活動を通じ、お客様や地域・社会
　　　　　　　　と共に「次世代に続く豊かなくらしづくり」に取り組みます。

　　　行 動 指 針
　　　　　１．小売業として自社の事業活動に加え、お取引先やお客様への
　　　　　　　 環境影響を少なくするよう努めます。

　　　　　 ２．①環境に配慮した品揃えと売りかたの改善
　　　　　　　 ②廃棄物の削減とリサイクルの推進
　　　　　　　 ③物流の効率化や省エネルギーによる温暖化防止
　　　　　　　 ④地域での社会貢献活動の推進
　　　　　　　 を重点に仕事の仕組みや手法を見直し、継続的に改善を進めます。

　　　　　３．社員一人ひとりが環境や社会問題に自発的に取り組むように
　　　　　　　教育と啓発を行い、快適な環境の提供を通じてお客様へのサービス
　　　　　　　向上・社会への貢献に誇りをもつ企業風土を築きます。

　　　　　４．法規制の遵守はもとより、挑戦的な自主基準をつくり、目標に対する
　　　　　　　検証を行い、常に活動の向上を心がけます。

項目

単位

廃棄物の削減 実廃棄量(ﾘｻｲｸﾙ量除) kg 621,500 564,242 57,258 110.1 57,570 110.2 563,930

ﾘｻｲｸﾙの向上 ﾘｻｲｸﾙ率 ％ 42.6 42.0 0.6 101.5 1.1 102.6 41.5

廃棄物総量 kg 1,082,100 972,107 109,993 111.3 118,120 112.3 963,980

ﾘｻｲｸﾙ率 kg 460,600 407,865 52,735 112.9 60,550 115.1 400,050

紙類使用量の削減 ｺﾋﾟｰ用紙納品量 ｇ 4,140,000 4,706,561 ▲ 566,561 88.0 ▲ 1,102,356 79.0 5,242,356

包装紙･手付袋納品量 ｇ 10,013,725 11,794,197 ▲ 1,780,472 84.9 ▲ 2,267,307 81.5 12,281,032

ﾎﾟﾘ手付袋納品量 ｇ 8,286,850 11,045,393 ▲ 2,758,543 75.0 ▲ 3,314,253 71.4 11,601,103

水道水使用量の削減 下水道使用量原単位 ㍑/(㎡h) 0.684 0.683 0.001 100.1 ▲ 0.006 99.1 0.690

下水道使用量 ｍ
3 93,849 93,681 168 100.2 ▲ 517 99.5 94,366

営業面積 ㎡ 36,868 36,868 0.0 100.0 0 100.0 36,868

営業時間 ｈ 3,720 3,720 0.0 100.0 10 100.3 3,710

電力使用量の削減 電力使用量原単位 Wh/(㎡h) 109.11 110.18 ▲ 1.07 99.0 ▲ 2.29 97.2 111.4

電力使用量 kWh 14,964,780 15,110,624 ▲ 145,844 99.0 ▲ 272,090 98.2 15,236,870

営業面積 ㎡ 36,868 36,868 0.0 100.0 0 100.0 36,868

営業時間 ｈ 3,720 3,720 0.0 100.0 10 100.3 3,710

環境に配慮した商品の拡大 ｴｺﾊﾞｯｸ売上高 円 180,550 284,450 ▲ 103,900 63.5 ▲ 103,900 63.5 284,450

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの強化 防災訓練参加率 ％ 116.7 100.0 17 116.7 ▲ 21.9 84.2 138.6

延対象者数 人 4,491 3,772 719 119.1 719 119.1 3,772

延参加者数 人 5,240 3,772 1,468 138.9 13 100.2 5,227

特定ﾌﾛﾝ使用機器当月末保有台数 台 27 - - - - - -

ﾀｰﾎﾞ冷凍機 台 0 - - - - - -

冷凍冷蔵庫･空調機器 台 27 - - - - - -

特定ﾌﾛﾝ使用機器本年度増減数 台 ▲ 1 - - - - - -

ﾀｰﾎﾞ冷凍機 台 0 - - - - - -

冷凍冷蔵庫･空調機器 台 ▲ 1 - - - - - -

地域社会との共生 店舗外周清掃回数 回 13 12 1 108.3 1 108.3 12

地域ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ回数 回 1 - - - - - -

目標差目標実績 前年実績前比前差目標比



＜'02年度　環境データ　抜粋＞

エネルギー管理（電気）
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